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　はじめに
　カラマツ中小径材の有効利用を図る目的で開発
された，農業用 P T型ハウスが世に出てからほぼ
6年が経過しました。この間，昭和 56年 8月には
道立の寒地建築研究所，中央農業試験場，および
林産試験場の三者により「農業用 P T型ハウス設
計標準仕様書」が作製され，これによって建てら
れる P T型ハウスは，各種補助事業の対象建築物
として認められることになりました。また，昭和
59年度には北海道農業試験会議において指導参考
事項となったこともあり　道内では，このタイプ
の建て物が酪農育成舎や肥育牛舎として着実にそ
の建築棟数を増やしています。
　今回，これまでの普及実績（40数棟）およびそ

の後の追加試験の結果をふまえ，更に P T型ハウ
スを建てやすいものとするために前記仕様書の改
定を行いましたので，その内容を中心に解説しま
す。

　PT型ハウスの特徴
　 P T型ハウスとは，地中に深く埋め込んで立て
た丸太（ポール… P）を柱とし，新しく開発され
た製法による軽量木製屋根トラス （T）を小屋組
とする建築物を言います。構造計算に基づく設計
と，木材防腐処理技術の導入により，合理的で安
全性の高い構造を有しています。図 1は構造の概
要ですが，その特徴としては，
（1）

く
躯体の建設が容易で，特殊技術を必要としな

　図 1　P T型ハウスの構造概要（下屋付き）
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　 い部分が多く，コスト低下の可能性が大きい。
（2）中小径の丸太を使うので，本道に蓄積の多い
　 カラマツ，トドマツ，スギの人工造林木などを
　 有効に利用できる。
（3）軽量木製屋根トラスによる小屋組の採用で，
　 建築物の内部に柱がなく，広い空間を必要とす
   る畜舎等に適している。
（4）躯体に木材を使うため，畜舎にありがちな冬
　 期間の結露によるトラブル等が少なく，畜舎の
　 環境が改善される。
（5）構造躯体がすべての外力を負担するので，内
　 部の間仕切りを自由に行える。
   などがあります。

　構造材としての丸太の強さ
　 P T型ハウスは建て物の低コスト化を図るため，
種々の工夫が試みられています。資材についても
できるだけ加工しないで使うことを考え，たとえ
ば柱には丸太（防腐処理材）をそのまま使います。
　丸太のまま使用する利点としては，低コスト化

のほかに，①ねじれ狂いの影響が少ない，②丸太
の外周にある辺材は防腐剤が入りやすい，④丸太
の曲げ強さは心持ち正角の 2倍程度ある，などが
挙げられます。
　前の仕様書は，カラマツの使用を前提にしてい
ましたが，今回は新たにエゾマツ，トドマツ，ス
ギも使えるようにするため，これらの強度性能を
把握するための試験を追加して行いました。ただ
し，実験は全樹種について行うのではなく，建築
基準法の樹種区分に合わせエゾマツ，トドマツ，
スギを一つのグループとし，トドマツで代表させ

トドマツ丸太の曲げ試験

　表1　丸太の曲げ試験結果

注）a）：最小値，b）：平均値，C）：最大値
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ました。表 1は試験結果の一部ですが，比較のた
めにカラマツの数値も併せて記入しています。こ
の表から・トドマツの曲げ強さはカラマツよりも
やや劣りますが，生材の場合でも建築基準法上の
材料強度 225kg／cm2をはるかに超えていることが
分かります。
　これらの結果に基づいて，それぞれの樹種グルー
プごとに柱の径あるいは

けた

桁材の寸法等を計算し，
新しい仕様書に盛り込みました。

　新しい仕様書
　－農林水産業用PT型ハウスとして－
　今回の主要な改定点は表 2のとおりです。
　このほか施工方法についても，従来よりは詳し
く書かれていますので，更に利用しやすくなった
ものと思います。
　以上の改定により農林水産業用として， P T型

ハウスの用途が一次産業全般に広がりましたので，
今後，一層普及することが期待されます。
　なお P T型ハウスの標準的な価格は，床面積約
 200m2規模の畜舎の例で， m2当たり 2.5～3 万円
ですが，自家労力で建てる場合はm2当たり 1.5万
円以下でも可能です。

表 2　　P T型ハウス仕様書の主要な改定点
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